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わくわくみのかも令和８年２月１日号　２

今後のイベント出店スケジュール

●事業内容と設立

　日用品製造

　令和5年9月

●こだわりや特徴

　「こんなのがあったらうれし

いな」という想いを、丁寧に形

へと仕上げていきます。

　代表は長く家具デザインなど

に携わってきた経験を持ち、そ

の感性と技術を生かしながら、

日々ものづくりに向き合ってい

ます。

　設計から試作、そして仕上げ

まで、自分たちの手でていねい

に行うことで、思い描いたアイ

デアをそのまま製品へとつなげ

ています。

　「まだ世の中にないものを届

けたい」という思いを胸に、心

に寄り添うようなものづくりを

続けてまいります。

今月の表
紙 NO.162 zill DESIGN

現在、美濃加茂市内で新たに起業し頑張る会員さんを募集しています！

掲載を希望される方は会議所（☎ 0574-24-0123）までご連絡ください♪

●こだわり商品

▲ホームページ ▲インスタグラム

ジル デザイン

　製品にご興味をお持ちいただいた皆さま、また、お取扱いや

共同展開をご検討いただける事業所の皆さまも、どうぞお気軽

にお問い合わせください。

代　表：守屋　仁司

住　所：加茂川町2-3-5

定休日：不定休

電　話：080-8073-4571

メール：ceo@zilldesign.com

zill DESIGN

【バベルチェア】

急な来客にサッと出せて収納

もコンパクト！インテリアにもマ

ッチするデザイン性を追及し

た折りたたみイスです。

(アウトドアモデルもあり！)

【魔法のクラウン・風のクラウン】

家庭内ガスコンロ用は”魔法のクラウン”

ガスの熱を効率よく鍋に

伝える設計で、熱漏れ軽

減や省エネを実現！

屋外には”風のクラウン”も！

当
所
政
策
提
言
に
係
る

美
濃
加
茂
市
か
ら
の
回
答
に
つ
い
て

　

当
所
で
は
、
官
民
連
携
に
よ
る
「
経
済
を
土

台
」
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
、
昨
年
10
月
8
日
に
、
美
濃
加
茂
市
に
対
し

て
3
つ
の
「
地
方
都
市
の
再
生
に
向
け
た
政
策

提
言
」
を
行
い
、
12
月
16
日
に
美
濃
加
茂
市
よ

り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
提
言
は
、
市
の
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、

そ
の
解
決
に
向
け
た
政
策
を
立
案
し
、
提
示
す

る
も
の
で
す
。

　

政
策
提
言
書
及
び
回
答
に

つ
い
て
は
以
下
の
（
→
）
二

次
元
コ
ー
ド
に
て
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

▲藤井市長（写真右）より回答書を受け取る則竹会頭（写真左）



３　わくわくみのかも令和８年２月１日号

　

決
算
・
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　

今
年
の
確
定
申
告
期
限
は
3
月
16
日
（
月
）
で
す
。

　

確
定
申
告
は
納
税
者
本
人
が
行
う
も
の
で
す
。
当
所
で
は
2
月
2
日
よ
り

決
算
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
決
算
書
・
申
告
書
の
控
え
を

作
成
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
令
和
8
年
2
月
2
日(

月)

～
3
月
16
日(

月) 　

9
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

　
　
　
　
　

＊
予
約
制
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
美
濃
加
茂
商
工
会
館　

2
階　

役
員
研
修
室

【
持
ち
物
】
決
算
書
、
確
定
申
告
書
、
添
付
書
類
（
保
険
料
控
除
証
明
書
・
医
療
費

　
　
　
　
　

の
領
収
書
等
）
、
昨
年
の
決
算
書
及
び
申
告
書
の
控
え
、
マ
イ
ナ
ン

　
　
　
　
　

バ
ー
カ
ー
ド
・
暗
証
番
号(

2
種)
、
税
務
署
か
ら
届
い
た
「
確

　
　
　
　

  

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
は
が
き　

な
ど

【
お
知
ら
せ
】

・
本
人
送
信
に
よ
る
電
子
申
告
に
つ
い
て

　

今
年
は
本
人
送
信
に
よ
る
電
子
申
告
に
て
申
告
を
行
い
ま
す
。
窓
口
に
お

　

越
し
の
際
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
（
2
種
の
暗
証

　

番
号
も
必
要
で
す
）

・
消
費
税
の
相
談
も
あ
わ
せ
て
実
施
い
た
し
ま
す

・
税
理
士
に
よ
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

以
下
の
日
程
で
税
理
士
に
よ
る
相
談
日
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　

【
日
付
】
2
月
5
日(

木)

、
10
日(

火)

、
20
日(

金)

、
26
日(

木)

、

　
　
　
　
　
　

3
月
2
日(

月)

、
5
日(

木)

、
12
日(

木)

、
16
日(

月) 　

全
8
日

　
　

 

【時
間
】
10
時
～
16
時

　

予
約
枠
が
全
て
埋
ま
っ
た
場
合
、
申
告
相
談
を
お
受
け
で
き
な
い
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。
お
早
め
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
別
紙
チ
ラ

シ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
分

確 

定 

申 

告 

相 

談 

窓 

口 

の 

お 

知 

ら 

せ

決算の準備はお早めに　～決算準備の手順～

　

1
月
15
日
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加
茂
に
て
則

竹
会
頭
及
び
副
会
頭
4
名
に
よ
る
年
頭
記
者
会
見

を
行
い
ま
し
た
。

　

則
竹
会
頭
は
新
年
の
抱
負
に
つ
い
て
「
日
頃
か

ら
市
と
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
経
済
の
活
性

化
や
問
題
の
解
決
に
取
り
組
め
る
体
制
の
構
築
を

目
指
す
」
と
語
ら
れ
た
ほ
か
、
人
手
不
足
や
物
価

高
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
を

継
続
し
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
頭
記
者
会
見
後
、
同
会
場
に
て
新
春
賀
詞
交

歓
会
を
開
催
し
、
ご
来
賓
及
び
当
所
役
員
・
議
員
、

そ
の
他
会
員
の
皆
さ
ま
総
勢
約
1
2
0
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

則
竹
会
頭
に
よ
る
新
年
の
挨
拶
に
続
き
、
藤
井

市
長
、
今
井
衆
議
院
議
員
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
、
則
竹
会
頭
、
藤
井
市
長
、
め
ぐ
み
の
農

協
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
笹
原
セ
ン
タ
ー
長
の
3
名

で
鏡
開
き
を
行
い
、
お
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

乾
杯
後
は
、
参
加
者

の
皆
様
が
各
々
新
年
の

ご
挨
拶
を
行
い
、
今
後

の
経
済
・
事
業
に
つ
い

て
語
り
合
う
新
年
に
ふ

さ
わ
し
い
新
春
賀
詞
交

歓
会
と
な
り
ま
し
た
。

年
頭
記
者
会
見
・
新
春
賀
詞
交
歓
会

＝
年
頭
記
者
会
見
＝

＝
新
春
賀
詞
交
歓
会
＝



わくわくみのかも令和８年２月１日号　４

　

1
月
11
日
、
ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
を

発
着
点
に
第
20
回
み
の
か
も
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
は
北
海
道
、
南
は
山
口
県
か
ら
総

勢
2
1
9
4
名
の
申
込
が
あ
り
、
当
日

は
約
1
8
0
0
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
自
然

あ
ふ
れ
る
里
山
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園

の
有
効
活
用
、
観
光
振
興
を
目
的
と
し

て
企
画
・
運
用
し
、
参
加
者
の
方
々
と

サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
一
つ
に
な

り
、
多
く
の
人
た
ち
と
感
動
を
分
か
ち

合
え
る
大
会
と
な
る
よ
う
願
い
を
込
め

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
会
は
『
お
も
て
な
し
の
心
』
を
掲

げ
て
開
催
さ
れ
、
か
も
丸
鍋
の
振
舞
い

を
は
じ
め
、
沿
道
で
の
交
通
整
理
や
給

水
、
救
護
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
活
動
に
本
大
会
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第 ２０ 回  み の か も ハ ー フ マ ラ ソ ン 大 会 を 開 催

　

今
後
も
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ

た
方
々
と
の
「
出
会
い
」
と
「
ふ
れ
あ

い
」
の
場
と
し
て
、
世
代
や
地
域
を
超

え
た
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
大
会
と
な
る
よ
う
に
、
第

21
回
大
会
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

第
20
回
大
会
に
ご
支
援
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
地
元
住
民
の
皆
様
、
関
係

機
関
、
約
5
5
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

　当日は、青年部・女性
会もボランティアスタッフ
として大会をサポートしま
した。

（写真真ん中）

 青年部は給水所を担当し、

 ランナーを激励しました。

（写真下）

 女性会では、ランナーの

 方々にかも丸鍋を振舞い

 ました。



５　わくわくみのかも令和８年２月１日号

１２月　

16日

17日

１月　

10日

11日

15日

会頭、専務

会頭、専務

専務

正副会頭、専務

正副会頭、専務

正副会頭、専務

事務局日誌  　１２月１６日～１月１５日

美濃加茂市役所

岐阜グランドホテル

文化の森・賑済寺ゴルフ場

ぎふ清流里山公園

シティホテル美濃加茂

シティホテル美濃加茂

政策提言 市からの回答受理及び懇談

県下商工会議所会頭会議

美濃加茂青年会議所新年式典・新年会

第２０回みのかもハーフマラソン大会

正副会頭会議・年頭記者会見

創立記念・新春賀詞交歓会

女性会だより

ミ
ニ
門
松
講
習
会

　
　
　
　
　
　

12
月
19
日
、
商
工
会
館

　
　
　
　
　

に
て
ア
ト
リ
エ
華
の
今
井

　
　
　
　
　

邦
子
氏
を
講
師
に
「
ミ
ニ

　
　
　
　
　

門
松
講
習
会
」
を
開
催
し

　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

門
松
は
、
正
月
に
年
神

様
を
迎
え
る
た
め
に
家
の
門
口
に
飾
る

日
本
の
伝
統
的
な
正
月
飾
り
で
、
竹
や

松
、
梅
な
ど
を
用
い
、
無
病
息
災
や
家

内
安
全
、
繁
栄
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
講
師
よ
り
門
松
の
由
来
や

使
用
す
る
材
料
の
意
味
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
い
た
後
、
実
際
に
ミ
ニ
門
松

の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

12
月
13
日
、
岐
阜
県
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

青
年
部
連
合
会
親
睦
交
流
会
・
忘
年

　
　
　
　
　

会
を
当
所
青
年
部
主
管
に
て
開
催
し

　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

午
前
中
に
は
役
員
会
・
執
行
部
会

　
　
　
　
　

等
の
各
種
会
議
が
行
わ
れ
、
午
後
か

　
　
　
　
　

ら
親
睦
交
流
会
・
忘
年
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

親
睦
交
流
会
で
は
、
同
世
代
の
横
の
繋
が
り
を

形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
同
世
代 

仲
間
と

共
に 

一
歩
前
～
挑
も
う
！
踊
ろ
う
！
繋
が
ろ
う
！

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
年
齢
の
近
い
部
員
ご
と
に
チ

ー
ム
を
編
成
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
の
練
習
・
発
表

を
通
し
て
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
す
る
こ
と

で
一
体
感
が
生
ま
れ
、
名
刺
交
換
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
深
い
結
束
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の

忘
年
会
で
は
、

ダ
ン
ス
の
感

想
を
き
っ
か

け
に
各
単
会

や
自
社
業
の

話
題
な
ど
幅

広
い
交
流
が

行
わ
れ
、
親

睦
を
一
層
深

め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

青年部だより

大 

運 

動 

会

▲親睦交流会に参加した青年部員のみなさん

12
月
例
会

▲完成した門松と撮影



わくわくみのかも令和８年２月１日号  　８

      「『内輪受けマインド』に

　　　　　　　　　宿る危うさ」

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ
合同会社ヒナニモ代表

１９８６年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年

日本経済新聞社入社。ＩＴ分野、経営分野、コンシューマ分野

の専門誌の編集を担当。その後、日経ＢＰ 総合研究所 上席

研究員を経て、２０２５年４月から現職。全国の自治体・商工会

議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講

演を実施。消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援して

いる。著書に『地方発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』

（日経ＢＰ社）。

　この１カ月に金沢と広島を２度ずつ訪れる機会がありまし

た。ともに現在、全国的に見ても有数の活気ある地方都市の

代表例といえそうです。北陸地方の中核都市である金沢は、

北陸新幹線の金沢開業から10年たち、その後も駅に大規模な

商業施設が次々とオープンしています。インバウンドや首都

圏からの若い女性客の来訪で、大変なにぎわいを見せていま

す。週末だけでなく平日でも駅の商業施設には観光客があふ

れていました。施設内の人気飲食店には長い行列ができるほ

どでした。

　一方、中国地方の中核都市である広島も、ＪＲの駅ビルの

２階に、市内を走る路面電車が直接乗り入れるように改修さ

れたことで、地域住民だけでなく多くのインバウンドを含む

観光客にとっても利便性が大きく向上しています。

　金沢も広島も、駅周辺や中心市街地の都市開発・整備はま

だ続いています。新たな商業施設やオフィスビル、高層住宅

が生まれ、この先しばらくにぎわいをもたらしそうです。

　にぎわいを見せる二つの都市ですが「よそ者目線」でまち

が提供している価値を見直してみると違いが見えてきます。

金沢は、特に駅と周辺施設については、顧客ターゲットは明

確に三つ設定されていることがはっきり分かります。まず、

先に挙げたインバウンドと首都圏からの若い女性客。それと

地域住民（主に周辺エリアから電車通勤をする働く男女）で

す。前二者は日本と金沢周辺エリアの食と伝統文化を求めて

いますから、それに関連するモノと情報を提供する手段や店

舗、コインロッカーなどの設備が充実しています。全体に高

級感があり、若い女性が好むようなおしゃれでかわいいデザ

インの重要性を事業者も施設運営側も共通認識として持って

いるようでした。逆にどこを取っても、いわゆるオジサン好

みの"ダサい"デザインのモノやサービスは見当たりません。

案内板や案内所など情報提供もよく考えられていますし、女

性客が重い荷物を持ち運ばないで済むよう預かりサービスも

充実しています。顧客の属性とニーズを把握して手を打って

おり、そうしたものが全体としてまちのブランドづくりに貢

献しています。

　一方、広島は地域住民の人口や抱える商圏の広さもあるの

でしょうが、さまざまなモノやサービスが主に地元向けにデ

ザインされていると感じました。商品名や情報提供も方言を

多用するなど、外から来る人の志向や利便性を優先するより

いわば"内輪受け"のテイストを強く感じるものが多いように

思います。地元の「知ってる人」優先が前提です。中心市街

地に建設された新しいサッカー場の「エディオンピースウイ

ング広島」を訪ねたのですが、試合のない日に特段客を集め

たり楽しませたりすることはあまり考えられていないようで

した。受け皿となるサービスも少なく、観光客目線での道案

内や情報提供も乏しいと感じました。せっかくつくった施設

の日常的価値の可能性を狭めているのが残念でした。地元優

先の価値観は地域の結束を強める一方、顧客層や市場を広げ

る邪魔をする面もありそうです。

　★市内金融機関☆　　県小口融資　２０００万円　 １．０％
       　　　　　　　　　　　( 返済期間：運転７年、設備１０年以内 ) 
　　　　　　　　　　　    市小口融資　２０００万円　 ０.７５％
　　　　　　　　　　　       　 ( 返済期間：１０年以内 )

現 在 の 金 融 状 況
１月１日現在の金利は次の通りです。

★日本政策金融公庫☆ 　　　　限度額　　　金利
　　　　　　　　経営改善貸付　２０００万円    　 ２．３０％
        　　　　　　　　　　　　　　　　　( 返済期間：１０年以内)

フ ォ ロ ー お 願 い し ま す ！

美 濃 加 茂 商 工 会 議 所 

Ｓ Ｎ Ｓ 絶 賛 稼 働 中



わくわくみのかも令和８年２月１日号　10

　専門スタッフが無料相談（秘密厳守）にて応じております。
３日営業日前までにお電話にてご予約ください。商工専門相談 窓口相談のご案内

２月の商工会議所カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

営業日 お休み

２６日(月)　３時～１５時

３月
開催日時

開催日時

開催日時

開催日時

相談員

相談員

相談員

相談員 よろず支援コーディネーター

相談内容

税務相談

金融相談

法律相談

よろずビジネス相談

２月

よろず支援コーディネーター

日本政策金融公庫

川島　和男  弁護士

　　　　　　　　　　　　　　※上記の日程は変更となる場合がございます。最新の情報は美濃加茂商工会議所までお問合せください。

１８日(水)　１０時～１２時

天皇誕生日

１８日(水)　１０時～１２時
川島　和男  弁護士

１９日(木)　１０時～１２時

日本政策金融公庫

美濃加茂商工会議所SNSを

フォローして

最新情報をGet♪

公式ＬＩＮＥ　      　公式インスタグラム      ホームぺージ

１３日(金)　１３時～１６時 １３日(金)　１３時～１６時

春分の日

２６日(木)　１０時～１２時

○よろず相談
○工業部会ビジ
　ネス交流会

○金融個別相談 ○法律個別相談

3/1                2                  3          　    4   　　　     5                   6                  7

2/1               2                 3                  4                  5                  6                  7

ー
ー

ー
ー

15                16               17               18                19                20                21

○珠算検定、
　段位検定試験

○確定申告相談
　窓口開設
　～3/16

8                  9                  10               11              12               13               14
建国記念日

○日商簿記
　検定試験

22                23               24                25                26                27              28
天皇誕生日

○正副会頭会議
○常議員会
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